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１ 大聖寺川（全長 38 ㎞）、動橋川（全長 20.4 ㎞）の 2 つの河川は、いずれも（     ）

を源 流
げんりゅう

としている。 

① 富士写ヶ岳   ②大日山
だいにちさん

   ③白山   ④刈
かり

安
やす

山
やま

 

 

２ 加賀市内のアメダス（自動気象データー観測所
かんそくじょ

）は、現在、山中温泉（    ）町に設

置されている。 

① 菅谷    ②杉水    ③栢野    ③九谷 

 

３ 鴨池にくる渡
わた

り鳥の（      ）は、絶滅
ぜつめつ

危惧
き ぐ

種
しゅ

に指定されている。 

① トモエガモ  ②マガン  ③ヒシクイ  ④コハクチョウ 

 

４ 加賀市の植 生
しょくせい

は、そのほとんどが（      ）クラス域で、人の手によって管理さ

れてきた里山をはじめ、神社の社
しゃ

叢
そう

などもこの植生に含まれる。 

①ブナ   ②ヤブツバキ   ③タブノキ   ④コマクサ 

  

５ 片野海岸には、（      ）跡と呼ばれる軽石
かるいし

凝灰岩
ぎょうかいがん

からなる奇岩群
きがんぐん

があるが、これ

らは、海底火山の噴火
ふ ん か

による火砕流
かさいりゅう

により形成されたものと考えられている。 

① わらしべ屋敷   ②奇岩屋敷   ③十村屋敷  ④長者屋敷 

 

６ ベロベロという、加賀の郷土料理は、寒天
かんてん

を溶かして、溶
と

き卵をショウガ汁と共に流して固
かた

め

た料理で（     ）とも呼ばれている。 

① オキナ  ②チトセ   ③キシズ   ④エビス 

 

７ 例年 8 月に行なわれる「ぐず焼き祭り」は、動 橋
いぶりはし

町の（    ）神社の神事
し ん じ

である。 

① 白山   ②動橋   ③振
ふり

橋
はし

   ④八幡
はちまん

   

 

８ 現在、加賀市内には、縄 文
じょうもん

・弥生
や よ い

・古墳
こ ふ ん

時代の埋蔵
まいぞう

文化
ぶ ん か

財
ざい

数が、およそ（   ）ヶ所

以上確認されたおり、県内有数の遺跡
い せ き

の密集地となっている。 

① ６５０   ②７５０   ③８５０   ④９５０ 

 

９ 宮地
み や じ

向 山
むかいやま

遺跡は、旧石器
きゅうせっき

時代の遺跡で、玉 髄
ぎょくずい

や珪
けい

質岩
しつがん

の硬い石材で作られた（    ）

や掻器
そ う き

などが見つかっている。 

① 石
せき

斧
ふ

    ②尖頭器
せんとうき

    ③石刃
せきじん

    ④細石器
さいせっき

 

 

各問題に対して、それぞれ①～④までの選択肢の中に正解が１つあります。解答用紙に、正解と考え
る番号を１つだけ○で囲って下さい。（黒色のエンピツもしくはボールペンを使用のこと） 
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10 縄文時代後期の横
よこ

北
ぎた

遺跡から、数多くの石器や土器が発見されたが、県内でも珍しい

（    ）の 注
ちゅう

口
こう

土器や、呪 術
じゅじゅつ

用具とも考えられる異形
いぎょう

土製品などを出土した。 

① 丸形    ②菱形
ひしがた

    ③三角形    ④四角形 

 

11 ６世紀中頃に仏教が伝来すると氏寺
うじでら

が建 立
こんりゅう

されるようになり、加賀市内でも（    ）・ 

弓波
ゆみなみ

・津波倉
つ ば く ら

・保賀
ほ う が

・高尾
た か お

の５ヶ所で瓦や土台石等の出土品や遺構が確認されている。 

① 南郷
なんごう

    ②黒瀬
く ろ せ

    ③作
さく

見
み

    ④宮地
み や じ

 

 

12 平安末期の白山信仰の本地仏
ほんちぶつ

として貴重な山代温泉薬
やく

王院
おういん

安置
あ ん ち

の「木造
もくぞう

（     ）」

は、明治
め い じ

維新
い し ん

まで大聖寺慈
じ

光院
こういん

の本尊
ほんぞん

であった。 

①阿弥陀
あ み だ

如来像
にょらいぞう

   ②聖
しょう

観音像
かんのんぞう

   ③十一面
じゅういちめん

観音像
かんのんぞう

   ④大日如来像
だいにちにょらいぞう

 

 

13 寿永２年（1183）、篠原
しのはら

の合戦
かっせん

で、木曾
き そ

義
よし

仲
なか

軍の（    ）に討
う

たれた平家軍の老武者
おいむしゃ

、

斎藤
さいとう

別当
べっとう

実
さね

盛
もり

が白髪を黒く染めて参戦したという伝説は、武人の哀
あわ

れを物語るものとして語

り継がれている。 

①手塚
て づ か

太郎光
たろうみつ

盛
もり

   ②比企
ひ き

藤内
とうない

朝宗
ともむね

   ③林六郎
はやしろくろう

光明
みつあき

   ④今井四郎
い ま い し ろ う

兼平
かねひら

 

 

14 鎌倉時代、東国
とうごく

御家人
ご け に ん

の一人で、伊豆
い ず の

国
くに

を拠点
きょてん

としていた狩野
か の う

氏は、江沼郡内の庄 園
しょうえん

を治
おさ

める（     ）となって勢力を誇
ほこ

った。 

①肝煎
きもいり

    ②郷
ごう

長
ちょう

    ③地頭
じ と う

    ④国主
こくしゅ

 

 

15 建武２年（1335）、中先代
なかせんだい

の乱に呼応して、北陸では（    ）の軍勢が上 洛
じょうらく

を目指し

て南下したが、大聖寺城に立て籠もる建武
け ん む

政権
せいけん

の狩野
か の

一党と応援に赴いた越前
えちぜん

の軍勢により

潰滅
かいめつ

された。 

①北 条
ほうじょう

時
とき

行
ゆき

   ②名越
な ご え

時兼
ときかね

   ③足利
あしかが

尊
たか

氏
うじ

   ④新田
に っ た

義
よし

貞
さだ

 

 

16 応永２６年（1419）の裏書
うらがき

のある『親鸞
しんらん

絵伝
え で ん

』を所蔵
しょぞう

する（    ）は、１５世紀初頭、

高田
た か だ

派や三
さん

門徒
も ん と

派が優勢な状況の江沼郡では、数少ない本願寺
ほんがんじ

派寺院であった。 

① 月津
つ き づ

興宗寺
こうしゅうじ

   ②河崎専称寺
かわさきせんしょうじ

   ③山代専光寺
やましろせんこうじ

   ④荻生
おぎゅう

願
がん

成寺
じょうじ

 

 

17 延徳３年（1491）、室町幕府管領
かんれい

細川
ほそかわ

政元
まさもと

に同行し北陸道を通過した（    ）は、そ

れまでの浜
はま

通
どお

り道ではなく、中通
なかどお

り道をたどって越後に下向した。 

① 鴨
かもの

長 明
ちょうめい

   ②一休宗
いっきゅうそう

純
じゅん

   ③冷泉
れいぜい

為
ため

広
ひろ

   ④吉田
よ し だ

兼好
けんこう

 

 

18 大聖寺城主溝口
みぞぐち

秀
ひで

勝
かつ

は、慶長３年（1598）４月に越前国の北庄城主堀
ほり

秀
ひで

治
はる

が越後国の春日

山城に移動を命じられことに伴い、同国の（    ）に移動させられた。 

① 新発田
し ば た

    ②新
にい

潟
がた

    ③高
たか

田
だ

    ④村
むら

上
かみ
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19 大聖寺城主山口玄蕃宗
やまぐちげんばむね

永
なが

は、慶長５年（1600）８月３日の大聖寺合戦で、２万 5000 人の

大軍を率いた金沢城主（    ）に攻められ、長男修
なが

弘
ひろ

とともに自決した。 

①前田
ま え だ

利家
としいえ

   ②前田
ま え だ

利
とし

長
なが

   ③前田
ま え だ

利
とし

常
つね

   ④前田
ま え だ

利
とし

政
まさ

 

 

20 加賀藩主３代前田利
とし

常
つね

は、寛永２年（1625）に郡奉行吉田伊
よ し だ い

織
おり

の家来久世
く ぜ

徳
とく

左
ざ

衛門
え も ん

に命じ、

別所村領の大聖寺川から水を取り入れて山代新村に至る（    ）用水を完成させた。 

① 矢
や

田野
た の

   ②鹿ヶ鼻
しかがはな

   ③御水戸
お す い ど

   ④市之瀬
い ち の せ

 

 

21 大聖寺藩主２代前田利明は、万治３年（1660）に越中新川郡の目
め

川
がわ

・上野
う わ の

・八幡・入
にゅう

膳
ぜん

村

など７か村と加賀能美郡の馬場・島・串村など（    ）を交換した。 

① ６ヶ村   ②７ヶ村   ③８ヶ村   ④９ヶ村 

 

22 大聖寺藩では、加賀藩と同様に専売制
せんばいせい

の「塩手
し お て

米制
まいせい

」により塩を生産したが、江戸後期に

は（    ）・篠原
しのはら

新
しん

・浜
はま

佐
さ

美
び

村の３か村のみの生産となった。 

① 塩
しお

屋
や

    ②篠
しの

原
はら

    ③塩
しお

浜
はま

    ④伊
い

切
きり

 

 

23 大聖寺藩では、寛
かん

文
ぶん

期（1661～72）に領内の村々で茶の生産が始まり、江戸後期には宇治
う じ

茶の製法を導入した（    ）村が領内第一の生産地になった。 

① 山
やま

代
しろ

    ②保
ほう

賀
が

    ③打
うち

越
こし

    ④片山津
かたやまづ

 

 

24 大聖寺藩主２代前田利明は、延宝
えんぽう

4 年（1676）に中田村
なかだむら

五郎
ご ろ う

兵衛
べ え

と足軽の栗村茂右衛門
く り む ら し げ え も ん

を

（    ）二俣村
ふたまたむら

に派遣し、御料紙
ごりょうし

や日常紙の製法を習得させた。 

①江沼郡
えぬまぐん

   ②能美郡
の み ぐ ん

   ③石川郡
いしかわぐん

   ④河北郡
かほくぐん

 

 

25 大聖寺藩主は、参勤
さんきん

交代
こうたい

で下
しも

街道
かいどう

を通行する際、必ず金沢城下に宿泊して金沢城へ出向き、

藩主や重臣に挨拶
あいさつ

するとともに宝
ほう

円寺
え ん じ

（金沢前田家の菩提寺）や（    ）を参詣
さんけい

した。 

①芳
ほう

春 院
しゅんいん

   ②玉
ぎょく

泉寺
せ ん じ

   ③長国寺
ちょうこくじ

   ④天
てん

徳院
とくいん

 
 

26 大聖寺藩主の在任期間は、５代前田利直の 42 か年や２代前田利明の 33 か年を除けば、短

期間の藩主が多く、13 代前田利
とし

行
みち

の在任期間はわずか（    ）であった。 

① １ヶ月   ②５ヶ月   ③１０ヶ月   ④１ヶ年 

 

27 明治 11 年（1878）、江沼郡役所が設置され、その郡
ぐん

のもとに 23 の（    ）が置かれ

た。 

① 区長
くちょう

役場   ②区役所   ③町役場   ④戸
こ

長
ちょう

役場 
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28 大聖寺藩士石川嶂
たかし

は、明治２年（1869）、琵琶
び わ

湖
こ

の大津
お お つ

と（    ）を結ぶ蒸気船一番
いちばん

丸
まる

を就 航
しゅうこう

させた。 

① 彦根    ②長浜    ③海津    ④高島 

 

29 大津
お お つ

事件
じ け ん

で、ロシア国のニコライ皇太子の命を救った人力
じんりき

車夫
し ゃ ふ

の一人は、江沼郡

（    ）村出身の北ヶ
き た が

市
いち

市太郎
いちたろう

であった。 

① 庄    ②西島    ③加茂    ④桑原 

 

30 明治 12 年（1879）の 4 月から 5 月にかけて開催された大聖寺博覧会
はくらんかい

の会場は、大聖寺の

（     ）と遷
せん

名
めい

中
ちゅう

学校の 2 ヶ所が使われた。 

① 錦城小学校  ②錦城中学校  ③錦城東小学校   ④京逵
け い き

小学校 

 

31 片山津温泉は、明治 15 年（1882）、石川郡観音堂村
かんのんどうむら

から井戸掘りの（     ）を招き、

特殊な工法で温泉を掘削
くっさく

し、安定した湯量
ゆりょう

を確保
か く ほ

することに成功した。 

①湯
ゆ

出
で

甚平
じんべい

   ② 橘
たちばな

三平
さんぺい

   ③森
もり

 仁平
に へ い

   ④矢田四郎
や た し ろ う

 

 

32 昭和 23 年（1948）6 月、福井県丸岡町を震源地
しんげんち

とする大地震
おおじしん

が起き、江沼郡においても、

死者（    ）名、全壊
ぜんかい

した住宅が 791 戸と、大きな被害
ひ が い

を出した。 

① ２８    ②３９    ③４６    ④５８ 

 

33 平安後期、加賀山代温泉の温泉寺
おんせんじ

に隠棲
いんせい

した僧（    ）は、悉
しっ

曇学
たんがく

や梵
ぼん

字
じ

の発音
はつおん

を研

究し、わが国の５０音図の配列に大きな影響を与えた。 

① 浄
じょう

厳
ごん

    ②安然
あんねん

    ③明 覚
みょうかく

    ④智広
ち こ う

 

        

34 建武４年（1337）、南 朝
なんちょう

方の新田
に っ た

義
よし

貞
さだ

に従って越前に入った（    ）は、狩野
か の

一党と

共に細
ほそ

呂
ろ

木
ぎ

に城を築き、足利
あしかが

方の津
つ

葉
ば

清
きよ

文
ふみ

が籠
こ

もる大聖寺の城を攻撃した。 

① 高師直
こうのもろなお

   ②楠木
くすのき

正成
まさしげ

   ③畑
はた

時
とき

能
よし

   ④北 畠
きたばたけ

顕家
あきいえ

 

 

35 文明 13 年（1481）に起きた越 中
えっちゅう

一向
いっこう

一揆
い っ き

を指揮するため、土山坊
どやまぼう

に入寺した（    ）

は、同 18 年頃に、江沼郡の門徒から取り立てられて山田光
やまだこう

教寺
きょうじ

に入った。 

① 蓮 乗
れんじょう

    ②蓮
れん

綱
こう

    ③蓮
れん

誓
せい

    ④蓮
れん

悟
ご

 

 

36 一向一揆の大 将
たいしょう

藤丸
ふじまる

新介
しんすけ

は、朝倉宗
あさくらそう

滴
てき

が江沼郡に侵 入
しんにゅう

した時、南郷
なんごう

城
じょう

で迎え撃ったが

敗退。その後、越後
え ち ご

の上杉
うえすぎ

景勝
かげかつ

に仕えたが、（    ）の戦いで自刃
じ じ ん

したという。 

① 末森
すえもり

城
じょう

    ②金沢
かなざわ

御堂
み ど う

    ③七尾
な な お

城
じょう

   ④魚津
う お づ

城
じょう
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37 小塩辻村の初代鹿野小四郎
か の こ し ろ う

は、十村役
とむらやく

を約 15 年間務めたのち、宝永６年（1709）に貴重

な農書（    ）を著した。 

① 農 業
のうぎょう

全書
ぜんしょ

   ②農 業
のうぎょう

蒙
もう

訓
くん

   ③農事
の う じ

遺書
い し ょ

   ④耕稼
たがやか

春 秋
しゅんじゅう

 

 

38 大聖寺藩医樫田
か し だ

幻覚
げんかく

の７男大田
お お た

錦
きん

城
じょう

は、江戸に遊学
ゆうがく

して考 証
こうしょう

学派
が く は

を大成し、論語
ろ ん ご

など

儒 教
じゅきょう

の古典籍
こてんせき

について記した（    ）を出版するなど活躍した。 

① 九
きゅう

経談
けいだん

   ②錦
きん

城
じょう

文録
ぶんろく

   ③稽古録
けいころく

   ④柳 橋
りゅうきょう

日録
にちろく

 

 

39 大聖寺藩士の小塚
こ づ か

藤
とう

十 郎
じゅうろう

（秀
ひで

得
のり

）は、上木・瀬越・塩屋村など加賀海岸の砂丘地に黒松

を植栽し、天保 15 年（1844）には領内の地誌本である（    ）を完成させた。 

①茇
ばつ

憩
けい

紀聞
き ぶ ん

  ②加賀江沼志稿
か が え ぬ ま し こ う

  ③藩
はん

国
こく

見聞録
けんぶんろく

  ④秘
ひ

要雑集
ようざつしゅう

 

 

40 大聖寺藩主 14 代前田利鬯
と し か

は、詩歌
し い か

・書画
し ょ が

や茶道にすぐれ、特に能楽
のうがく

は（    ）の巨 匠
きょしょう

と評され、その後の大聖寺における能楽普及に多大な貢献をした。 

① 宝 生 流
ほうしょうりゅう

   ②金春流
こんぱるりゅう

   ③観世流
かんぜりゅう

   ④金剛流
こんごうりゅう

 

 

41 大聖寺藩士の石川嶂
いしかわたかし

は、明治２年（1869）５月に琵琶湖に蒸気船を就航させるため、金

沢・大聖寺両藩の出資により（    ）を設立した。 

①長崎
ながさき

造船所
ぞうせんじょ

  ②八幡
や は た

製鉄所
せいてつしょ

  ③兵庫
ひょうご

製鉄所
せいてつしょ

  ④横浜
よこはま

造船所
ぞうせんしょ

 

 

42 瀬越
せ ご え

村の北前船主である４代大家七
おおいえしち

平
へい

は、明治中期に和船
わ せ ん

を西洋
せいよう

汽船
き せ ん

に切り替え、ハワイ

やカムチャッカ、南洋諸島などへの運輸業を行い、北海道の（    ）に支店や大家倉庫

を建てた。  

①函
はこ

館
だて

    ②小
お

樽
たる

    ③札
さつ

幌
ぽろ

    ④根
ね

室
むろ

 

 

43 寿永２年（1183）の篠原
しのはら

合戦
かっせん

で、木曽
き そ

義
よし

仲
なか

の家来
け ら い

に討ち取られた平家の武将、斎藤
さいとう

実
さね

盛
もり

が

白髪を染める時に使用した鏡
かがみ

を投げ入れたと伝わる「鏡の池」は（    ）にある。 

①黒崎
くろさき

町   ②深田
ふ か た

町   ③篠原
しのはら

町   ④千崎
せんざき

町 

 

44 加賀市八日市町は、平安時代末期の歌人
か じ ん

である西 行
さいぎょう

法師
ほ う し

が都へ戻る際、同行の弟子
で し

（    ）と別れたところで、いつしかその場所には都 戻
みやこもど

り地蔵
じ ぞ う

が安置された。 

①一遍
いっぺん

    ②西 住
さいじゅう

    ③太
たい

空
くう

    ④法
ほう

然
ねん

 

 

45 山中温泉荒谷町の石川県内
ない

水面
すいめん

水産センターには、国指定特別
とくべつ

天然
てんねん

記念物
きねんぶつ

のオオサンショ

ウウオ２匹が飼育
し い く

されているが、うち国内最大級の１匹は（    ）で保護されたもので

ある。 

①保賀
ほ う が

町付近  ②九谷
く た に

町付近  ③鶴仙渓
かくせんけい

  ④我谷
わがたに

町付近 
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46 片野
か た の

鴨
かも

池
いけ

周辺で江戸
え ど

時代から行われてきた鴨を捕獲
ほ か く

する猟法は坂網猟
さかあみりょう

と呼ばれ、その坂 

網を放り投げる場所を（    ）という。 

① 網場
あ み ば

    ②猟場
りょうば

    ③投げ場    ④坂場
さ か ば

 

 

47 加賀藩主３代前田利
とし

常
つね

の夫人天
てん

徳院
とくいん

は、将軍（    ）の娘珠
たま

姫
ひめ

であり、元和５年（1619）

に「蒔絵角赤手筥
まきえすみあかてばこ

」（婚礼
こんれい

調度品
ちょうどひん

）を敷地の菅生
す ご う

石部
い そ べ

神社に寄進
き し ん

した。 

①徳川
とくがわ

家康
いえやす

   ②徳川
とくがわ

秀
ひで

忠
ただ

   ③徳川
とくがわ

家光
いえみつ

   ④徳川家
とくがわいえ

綱
つな

 

 

48 元禄２年（1689）松尾
ま つ お

芭蕉
ばしょう

は奥の細道の行脚
あんぎゃ

の途中、山中温泉の湯宿泉屋
いずみや

に逗 留
とうりゅう

し、当 

時、（    ）であった当主久米之
く め の

助
すけ

に２句を記した真蹟
しんせき

を与えたと伝えられている。 

① １２歳    ②１４歳    ③１６歳    ④１８歳 

 

49 加賀市（    ）町の白山神社には、北前
きたまえ

船主
せんしゅ

の廣
ひろ

海
うみ

家・大家
おおいえ

家や船頭らが航海の安全
あんぜん

祈願
き が ん

や無事
ぶ じ

帰郷
ききょう

を神に感謝して奉納
ほうのう

した 53 面の船
ふな

絵馬
え ま

がある。 

①吉
よし

崎
ざき

    ②塩
しお

屋
や

    ③瀬
せ

越
ごえ

    ④橋
はし

立
たて

 

 

50 大聖寺西端の錦
きん

城 山
じょうざん

にあった大聖寺
だいしょうじ

城
じょう

が、元和
げ ん な

元年（1615）の「一
いっ

国一
こくいち

城 令
じょうれい

」により廃
はい

 

城
じょう

となったため、錦城山は明治期まで（    ）と呼ばれていた。 

①御城山
おしろやま

   ②城跡山
しろあとやま

   ③御留山
おとめやま

   ④廃
はい

城 山
じょうやま

 

 

51 大聖寺町の家柄
いえがら

町 人
ちょうにん

である４代吉
よし

田屋伝
だ や で ん

右
 え

衛門
 も ん

は、町年寄役
まちどしよりやく

や銀方役
ぎんかたやく

・銭方役
ぜにかたやく

などを務

め、文政６年（1808）に（    ）村で「吉
よし

田屋
だ や

窯
がま

」を開いた。 

①吸
すい

坂
さか

    ②九
く

谷
たに

    ③栄
さかえ

谷
だに

    ④山
やま

代
しろ

 

 

52 山中温泉の医
い

王寺
お う じ

が所蔵する「陶製
とうせい

金剛
こんごう

童子
ど う じ

立像
りつぞう

」は、田村権
たむらごん

左右
ざ え

衛門
も ん

と（    ）が

九谷焼の成功を喜び寄進
き し ん

したものと伝えられている。 

①後藤
ご と う

才
さい

次郎
じ ろ う

  ②土田
つ ち だ

清
せい

左
ざ

衛門
え も ん

  ③吉
よし

田屋伝
だ や で ん

右
え

衛門
も ん

  ④粟生屋源
あ お や げ ん

右
え

衛門
も ん

 

 

53 加賀市動橋町の（     ）は、ベアリングや精密
せいみつ

ピン、軸受
じ く う

けコロなどの工作機械部

品を高度な技術で製造する企業として知られている。 

①江沼工業   ②村田機械   ③月星製作所   ④東野産業 

 

54 加賀市内には、これまで、宇
う

谷野
だ に の

工場団地、小塩
お し お

辻
つじ

工場団地の 2 つの産業団地があったが、

近年、新保
し ん ぼ

町の農地を造成して、分 譲
ぶんじょう

開始した（     ）産業団地が新たに加わった。 

① 新保・伊切   ②片山津 IC   ③加賀北部    ④湖北 
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55 令和 3 年 9 月に公開された大聖寺（     ）は、加賀市を代表する機械メーカーであ

る大同工業社長家の旧
きゅう

新家家
あ ら や け

邸宅で、市の有形文化財に指定されている。 

① 無限
む げ ん

庵
あん

   ②鴻
こう

玉
ぎょく

荘
そう

   ③致
ち
遠館
えんかん

   ④紅
こう

柿
し
荘
そう

 

 

 

専門テーマ「深田久弥」 

 

56 大聖寺中町出身の作家、深田
ふ か た

久弥
きゅうや

は大正 5 年（1916）、旧制の（    ）中学校に入学

した。 

① 福井   ②大聖寺   ③金沢第二   ④小松 

 

57 深田久弥は、昭和 5 年（1930）に（      ）を文藝
ぶんげい

春 秋
しゅんじゅう

に発表し、これがきっか

けで、東京帝国大学を中退し、作家活動に入った。 

① 津軽の野づら  ②鎌倉夫人  ③オロッコの娘  ④あすなろう  

 

58 深田久弥は、昭和 40 年（1965）『日本百名山』を発表し、（      ）を受賞した。

これにより、その後、山の文学者として広く知られるようになった。 

① 日本芸術院賞  ②日本山の文学賞  ③毎日出版文化賞  ④読売文学賞 

 

59 深田久弥は、昭和 46 年（1971）3 月山梨
やまなし

県の（     ）を登山中に、脳溢血
のういっけつ

により急 逝
きゅうせい

した。 

① 槍ヶ岳
やりがたけ

    ②駒ヶ岳
こまがたけ

    ③茅
かや

ヶ
が

岳
たけ

    ④穂
ほ

高岳
だかだけ

 

 

60 平成 14 年（2002）、大聖寺番場町
ばんばちょう

にあった（     ）会社の事務所や石蔵
いしぐら

を利用して

「深田久弥山の文化館」がオープンした。 

① 織物    ②酒造    ③機械製造    ④陶器 

 
 

 


